
 

外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律施行規則の一部を改正する省令（陶磁器工業製品製造職

種）案に関する意見募集の結果について 

 

令 和 ８ 年 ７ 月 ２ ９ 日 

出 入 国 在 留 管 理 庁 

厚生労働省人材開発統括官 

 

外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律施行規則の一部を改正する省令（陶磁器工業製品製造

職種）案について、令和７年７月１日（火）から同年７月 30日（水）まで御意見を募集したところ、２件の御意見をいただ

きました。 

お寄せいただいた御意見とそれに対する考え方について、内容により分類し、以下のとおり取りまとめましたので、公表

いたします。 

皆様の御協力に深く御礼申し上げるとともに、今後とも法務・厚生労働行政の推進に御協力いただきますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

 

No. 案に対する御意見 御意見に対する考え方 

１ これ以上外国人を増やすべきではないと思います。 御意見は今後の執務の参考とさせていただきます。 

２ 

挙げられている業界の賃金や労働環境が適切か確認したので

しょうか。 

日本人がよってこない事業は環境や待遇が悪く、外国人であっ

ても問題を感じて逃げ出すケースもあります。 

業界の問題点を放置し、人員が集まらないので外国人を受け入

れるという安直な考えの改正に反対です。 

外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関

する法律施行規則（平成 28年法務省・厚生労働省令第３号）

の別表第２に掲げられている、第２号技能実習及び第３号技

能実習を行うことができる職種及び作業（以下「移行対象職

種・作業」という。）を追加するには、職種追加を行おうと

する業界団体が、技能実習制度の趣旨を踏まえた上で、関係

業界内の合意、業所管省庁の合意を得て、学識経験者と労使
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からなる「技能実習評価試験の整備等に関する専門家会議」

において 

②  同一の作業の反復のみではないこと  

② 送出国の実習ニーズに合致すること（修得、習熟又は熟

達させる技能、技術又は知識（以下「技能等」という。）

が技能実習生の本国において修得等困難なものである

こと等） 

③ 技能等を評価できる技能実習生向けの試験制度が整備

されていること  

等の要件を満たすことについて了承を得る必要があり、陶磁

器工業製品製造職種（タイル製造作業）についても、これら

の手続を経て今般移行対象職種・作業に追加されるものです。 

 また、技能実習制度は、人材育成を通じた開発途上地域等

への技能等の移転による国際協力を推進することを目的とし

ており、労働力の需給の調整の手段として行われてはならな

いこととされています。 

 


